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今年最期のワーキンググループ会議は初参加 7 名を含む 27 名で行われました。 

 

   

鈴木さんの取り組みを聞いて、どう感じましたか。   

・ブレない視点・クリアな基準を見習っていきたい。 

・計画的に３年間諦めないこと、前向きなことがすごいと思う。 

・自身の体験から自治会を活用し組織を動かすという行動力が凄い。 

・したたかでしなやかなそのエネルギーはどこからくるのか？ 

・デイサービスではなく地域に居場所を作っているのがすごいと思う。 

・地域の核となる人がいるということが素晴らしいこと。 

・情報交換をオープンにできる環境がキーポイントと感じた。 

・６５歳以上の方は自治会活動に熱心に関わってこられた世代なので今のうちに 

 地域の見守り体制を作っていかないといけないと思った。 

・市が活動を認めたことがすごい。 

・気づいたことを自治会長、民生委員、専門家につなぐことがすばらしい。 

           

身近なところで自分ならどのような取り組みが出来ると感じましたか。 

・地域ボランティアポイント制を作り、そのポイントで地域の野菜が買えたらいい。 

・参加できるきっかけ、横のつながりがもてるきっかけがあるとうまくいく。 

・自治体単位で年一回でも地域が集まり顔の見える関係を作っていくことで互いのことを 

 よく知りそれが支え合いになると思う。 

・助け合い関係はベースがないと難しい。レイカディア大学、趣味のつながりなどを 

もつのがすごい。。 

・地域包括ケア（中学校区）では広すぎるのでもう少し小さなコミュニティで繋がる 

 ことが大切。 

・こども 110 番 のような見守り 110 番をつくる。 

・みとりちゃんステッカーの活用。幅広く認知してもらうことが必要。 

・子育て時のような共通の顔をつなぐものがあればいい。 

・集まって話をすると気持ちが分かり合える。そういう場所が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次第 

 

☆あいさつ・報告・連絡事項       

☆「医療福祉･在宅看取りの地域創造会議」 

２７年度の活動について 

 ☆話題提供・意見交換 

 「暮らしの中の取り組み・自治会での見守り活動」 

            栗東市 鈴木貴美子さん 

 介護保険や医療などの制度の充実や医療・介護・福祉関係

者など専門職の支援を進めるとともに、「みまもり活動」

などを地域の支え合い、「互助」の具体的な取り組みにつ

いてお聞きし、暮らしの中で自分たちができることとは 

 何か、考える機会になりました。 

 

新年あけましておめでとうございます。本年も医療福祉・在宅看取りの地域創造会議をよろしくお願いします。 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

気温が高いお正月みなさまはどう過ごされましたでしょうか？ 

昨年末の流行語大賞。大賞の「トリプルスリー」『聞いたことない』という批評がネットニュースになっていました。同じ大賞の「爆買い」が 

かすむほど「トリプルスリー」が不評なようで、Yahoo の意識調査では９割の方が「今年の流行語大賞に納得がいかない」そうです。 

候補語をみてみると「福山ロス」「火花」「ラッスンゴレライ 」「あったかいんだから」「結果にコミットする」など聞きなじみのある言葉がたくさん 

ありました。今年はどんな言葉がくるのかな…と思っていたところ、 

「フロリダ」ってご存知でしょうか？アメリカのフロリダ州ではなくて…。10 代の子が LINE で使う言葉だそうで「フロリダ」は「お風呂に入るから

離脱する」らしいです。「あーね！」は「あーなるほどね！」「イチキタ」は「一時帰宅」だそうです。若者語が今年の流行語になる可能性もあります

ね。  

 

 

            

【暮らしの中の取り組み・自治会での見守り活動】 

鈴木さんは、自治会長、開業医の先生にも協力してもらうカタチにするまで、そ

の途中の思いなどを含めてご自身の言葉で語って下さりたくさんのヒントをも

らえたと思います。今後の活動に生かしていきたいと思います。 

 

日時：平成２８年１月２８日（木）18：30～ 

場所：草津市立まちづくりセンター309号室 

会員の方には、メールで出欠のご確認をさせていた 

だきます。初めての方で参加をご希望される方は、 

開催前日までに、事務局までご連絡ください。    

 

ワーキンググループ会議今後の予定 

 

３月１７日（木） 滋賀県庁 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議運営事務局 

(滋賀県庁 医療福祉推進課内) 笹山・橋本 

TEL:077-528-3581 FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

 

ご意見お聞かせください 


